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学校の部　優秀賞　　みなべ町立高城小学校

花づくりや花壇の管理は誰がどのように行っていますか

ご近所や関係者の反応はどうですか、またどのような交流が拡がっていますか

　毎年、放送・栽培委員会では、全校生徒に考えてもらった花川柳や花言葉

を集会で披露していましたが、今年はコロナ拡大防止のため集会を取りや

め、代わりに昼休みに、その日が誕生日の子供たちや先生を紹介し、誕生花

と花言葉を放送しています。花の名前を聞いても分からないものもあるの

で、委員会で花の名前と写真、花言葉を掲示するようにしました。

　放送・栽培委員会が「心の中に花一輪」の合言葉で、四季折々の花を育て

ています。

　高城小学校では、土作りから力を入れています。学校田では、原料となる

ワラ、ヌカ、モミを米作りによって得ることができ、モミ穀を焼いてくん炭

にします。そうすることで微生物の住処を作ることができます。また、梅の

剪定枝を炭にして木炭を作ります。木炭には、水を浄化する働きや、微生物

の住処としての働きもあります。環境に優しい土作りをしています。


